
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。  

 

一
、
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
関
連
で
あ
る
本
法
の
緊
要
性
を
踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機

構
に
お
け
る
基
金
の
創
設
を
速
や
か
に
進
め
、
高
度
専
門
人
材
の
育
成
を
担
う
大
学
等
が
予
見
可
能
性
を
も
っ
て
成
長
分
野

へ
の
学
部
再
編
等
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
整
備
に
早
急
に
着
手
す
る
こ
と
。 

 

二
、
今
般
新
た
に
創
設
さ
れ
る
基
金
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
国
費
を
中
心
と
し
た
複
数
年
度
に
わ
た
る
支
援
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
基
金
の
適
正
な
執
行
や
助
成
業
務
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
、
国
会
へ
の
報
告
を
通
じ
高
い
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
。
ま
た
、
基
金
の
活
用
を
通
じ
た
大
学
等
の
学
部
再
編
等
の
結
果
と
し
て
、
我
が
国
の
成
長
や
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
う

る
分
野
の
高
度
専
門
人
材
の
育
成
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

三
、
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
基
本
指
針
に
お
い
て
、
助
成
金
の
交
付
対
象
と
な
る
教
育
研
究
の
分
野
や
選
定
方
法
等
を
定
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
大
学
等
に
助
成
さ
れ
る
よ
う
有
識
者
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
公
平
性
・
公
正
性
が
確

保
さ
れ
た
基
準
と
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
定
員
未
充
足
が
継
続
す
る
な
ど
経
営
に
過
度
に
課
題
の
あ
る
大
学
等
に
措
置
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
正
な
選
定
方
法
の
在
り
方
に
留
意
す
る
こ
と
。 

 



四
、
学
校
法
人
及
び
公
立
大
学
法
人
が
行
う
学
部
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機

構
に
よ
る
助
成
金
の
交
付
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
査
を
経
て
文

部
科
学
大
臣
の
認
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
審
査
項
目
を
精
査
し
、
重
複
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
手
続
の
簡

素
化
を
図
る
な
ど
、
大
学
等
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
。 

 

五
、
今
般
新
た
に
創
設
さ
れ
る
基
金
は
成
長
分
野
を
け
ん
引
す
る
高
度
専
門
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
基
金
に
お
い
て
支
援
す
る
大
学
等
の
学
部
再
編
等
に
加
え
、
質
の
高
い
教
員
の
確
保
や
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生

数
の
改
善
な
ど
を
通
じ
、
学
生
が
主
体
的
な
学
修
を
実
現
す
る
た
め
の
適
正
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
企
業
や

地
域
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
促
進
な
ど
、
高
度
専
門
人
材
の
育
成
に
向
け
た
各
種
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ

と
。 

 

六
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
人
工
知
能
な
ど
先
端
分
野
に
お
け
る
国
際
競
争
の
激
化
に
伴
い
、
科
学
技
術
の
研
究
・
開
発
や
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
等
に
係
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
高
等
教
育
段
階
の
理
系
人
材
を
量
的
・
質
的
に
確

保
し
研
究
力
の
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
自
然
科
学
に
対
す
る
興
味
と
志
向
の
醸
成
に
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
で
は
理
工
系
の
学
部
等
に
進
学
す
る
女
子
の
割
合
が
男
子
と
比
較
し
て
大
幅
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
原
因
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
理
工
系
の
学
部
等
へ
の
女
子
進
学
者
を
増
加
さ
せ
る
取
組
を
行
う
大
学
等
に
対
す
る
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
。 

 

七
、
大
学
等
の
学
部
再
編
等
に
助
成
す
る
基
金
の
創
設
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
措
置
さ
れ
て
き
た
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交

付
金
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
運
営
費
交
付
金
に
係
る
基
盤
的
経
費
や



競
争
的
研
究
費
な
ど
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
へ
の
資
金
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
大
学
等
の
長
期
的
、
安

定
的
な
運
営
及
び
研
究
基
盤
構
築
の
た
め
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

八
、
我
が
国
が
成
長
・
発
展
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、
未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
る
教
育
の
充
実
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
等
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
教
育
予
算
の
確
保
に
一
層
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


